
　　　　　2022-23年度　会長
　　　　　　西山徳芳 会員
　今日の総会で来期の会長をやる
ようにとのこと、私にとって荷が
勝つ役割を仰せつかることになる、
第一歩となり緊張しております。
　私は段ボールの箱を作ることを
生業とする会社をやっており、地

場の企業様に納めることで、物流の一端を担ってお
ります。
　三条RCは三条を代表する会社の社主の方ばかりで
私がどれだけお役に立てるか不安でなりませんが、
皆様からお声をかけていただいたからには精一杯
努めてまいりたいと思います。
　幹事には梨本次郎さんにご承諾していただき感謝
しております。梨本次郎さんはITに疎い私にはまぶ
しい能力を有しており大変頼もしい方であります。
　さて、新型コロナウイルスによるクラブへの影響
は若槻年度から始まり、野崎年度、本年の歸山年度
と長期化しております。通常のクラブ活動が制限
され、まったく活動できない日々もありましたが、
ここ最近は新たな感染者も少なくなり、ある程度は
元に近い形で例会を開けるようになってきました。
　しかし、対外的な奉仕はまだできにくく、今も新
しい変異株の「オミクロン株」が確認されワクチン
でできた免疫をすり抜けて人に重篤な症状をもたら
すといわれております。日本では高いワクチン接種
率と生活習慣から、幸い感染者数も徐々に減少の
横ばいになっているが左記の変異株が拡大しないよ
うに予防の手段を講じながら地域の足元から奉仕の
活動を進めていきたいと考えております。
　今回の組織は、やがて来る70周年にまた一歩近づ
き、「今まで理事を経験していない方に理事に入って
いただき、ベテランがサポートしていく」という
先を見据えた組織としました。
　クラブでの委員会はオーケストラでいうところ
の、弦楽器、木管楽器、金管楽器、打楽器で各パー
トに分かれているが総合して動くことで初めて楽曲
となります。委員会メンバーが正副委員長のもと梨
本次郎さんが幹事コンサートマスター、理事の皆様
がパートリーダー、私が当年の客演指揮者となり、
委員会も総合していい楽曲になるよう努めていきた
いと思います。
　伝統ある三条RCを指揮（トライブ）するのではなく、
会員の持ち味を発揮できるようにするのが役割と考
え、メンバーの皆様のお力添えをいただき一年を乗
り切る決意です。どうぞよろしくお願いいたします。

　また、三条市民にとっては下記のようなメリット
があると考えられます。25億円稼ぐことが目的では
なく、その先に三条市民の皆様がその利益を享受す
ることまでがゴールだと考えます。

　1. 税収が増えることで行政から受けるサービスが
向上される

　2. 地域課題を解決できる
　3. 地元企業が潤うことで、その恩恵を受ける可能

性がある

　さらに、寄付に対するお礼の品を提供している返
礼品提供企業のメリットは大きく下記になります。

　1. 新しい販路になる
　2. 全国にPRできる
　3. ビジネスのノウハウや知見を得ることができる
　4. 地域に貢献できる

　私が企業へご挨拶に行く際に、もっともよくお話
に出るのは、「三条のためになるなら！」や「三条の
役に立つことができて、嬉しい」といった社長さん
たちのお言葉です。金銭的なメリットもありますが、
三条をつくっていくのは皆さんご自身であり、そこ
に企業として貢献していることの誇りを持って企業
活動をされることがいかに大事なのかを感じさせら
れます。

三条市ふるさと納税の戦略
　三条市の強みについて、すでによく言われること
かもしれませんが、私なりに整理してみました。す
ばらしいモノ、コト（体験）はすでにここにあるので、
あとはそれを等身大でしっかりとした情報に整理
し、コンテンツとして適切なルートで情報発信をす
るだけだと思っています。これらの強みがあること
が、私が三条へ来た理由でもあり、三条が成功しな
いのであれば、全国どの地域でも成功するはずがな
い、と考えています。

　1. 「ものづくり」のネットワーク、確固たるポジション
　　各企業がそれぞれの強みを持ちながら、集積し

ており、さらにネットワークがしっかりある、
というところは大きな強みだと感じます。また、
「ものづくり」のブランドとしても確固たる地
位をすでに確立しています。

　2. 自然＝農作物＆アウトドア
　　ここは住民の皆さんはあまり感じないことかも

しれませんが、米に限らず、果物もとびきり美
味しく、どこの産地にも負けないクオリティを

「卓　話」
「ふるさと納税とは？その目的と戦略について」

　　三条市CMO　澤　正史 様
CMOとは？
　皆様はじめまして、三条市役所
CMOの澤と申します。今年の10
月に東京から三条へ引っ越し、三
条市役所のCMOに就任しました。
CMOとは、
“Chief Marketing Officer ” の略

で、日本語に訳すと「最高マーケティング責任者」
となります。会社組織で言うとマーケティング担当
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　では、市役所のCMOとは一体何をするのでしょ
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しては、ふるさと納税に限らず、「三条ってステキだ
よね」と言っていただけるブランドづくりをしてい
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ふるさと納税の目的
　寄付者への税金控除や過度な競争についての話が
メディアに取り上げられがちですが、ふるさと納税
の目的を様々な立場から見て、考えてみたいと思い
ます。
　総務省はふるさと納税の意義を下記のように示し
ています（総務省HPより抜粋）。特に2つ目が大事な
点で、三条市が応援したい地域になれるかどうかが
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持っています。また、アウトドアも時勢に乗っ
て伸びている分野で、アウトドアメーカーが集
積しているだけでなく、キャンプ場もあること
は大きな強みだと考えます。

　3. チャレンジ精神
　　社長さんが多い土地柄だからか、ものづくりに

おいて切磋琢磨してきたからかわかりません
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　上記を踏まえて、ふるさと納税の戦略については、
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画し、三条ブランドだからこそできる産品への寄付
に差別化、つまり、高品質、高単価を狙っていきます。

未来を見据えて「オール三条」で
　ふるさと納税もそうですが、三条を地域として盛
り上げるのは、三条の主役である皆様が主体となっ
てなされるべきだと考えています。私もプロとして
結果を残すべく一生懸命やらせていただきますが、
三条は皆様のふるさとであり、皆様一人一人によっ
て構成されているからです。また、私自身この地域
のことについてもわからないことも多く、皆様から
いろいろと教えていただきたいですし、皆様の応援
なくしては何もなしえません。これからの三条の未
来を見据えて、「オール三条」で力を合わせて「選び
たくなるまち」をつくっていくことを皆様と一緒に
推進できればと思っております。全国に、世界に誇
れるまちづくりを一緒にしていきましょう！

松永一義さん
　石橋さん、三條新聞拝見しました。おめでとうご
ざます。
澤さんの卓話、楽しみにしています。

小越憲泰さん
　石橋会員“割烹二洲楼”厚生大臣表彰、お目出と
う御座います。
都合により早退します。

会員増強委員会・荻根澤隆雄さん
　曽根寿之様、本日は体験型例会参加ありがとうご
ざいます。楽しんで下さい。

山田富義さん
　澤 正史CMO、三条市のために頑張ってください。
小出子恵出さん
　澤さんの卓話を楽しみにしています。三条の活性
化のために活躍されることを願って。

渡辺良一さん
　年末はゆっくりできると思っていましたが、例年
になく忙しくなってしまいました！
澤正史さん、卓話よろしくお願い致します。

衛藤泰男さん
　本例会場での例会も今年は本日で終りですね。
一年間ご指導ありがとうございました。
澤三条市CMO様、卓話ありがとうございます。

西山徳芳さん
　もうすぐお正月が来ます。孫はお年玉の胸算用を
始めたようです。

渡辺勝利さん、　 五十嵐博宣さん、 斎藤弘文さん
丸山行彦さん、　 柳取崇之さん、　 杉山幸英さん
若槻八十彦さん、 高橋　司さん、　 中林順一さん
明田川賢一さん、 小林吾郎さん、　 石黒良行さん
小林卓哉さん、　 梨本次郎さん、　 野水靖之さん
相場弘介さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん
飯塚一樹さん、　 松平隆行さん、　 関　義実さん
中村信一さん、　 早川滝徳さん、
　三条市CMO澤正史様を心より歓迎申し上げます。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみにし
ております。

　　　　　　　　12月15日分　￥    45,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  557,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　皆さんこんにちは。2021年の例会も、
本日と22日の2回になりました。
　まずは2件の報告事項があります。
　1件目は12月9日、地区事務局よりメー
ルで「日本ロータリー100周年ビジョン
レポート2020」が届いておりました。
　内容は多岐にわたりますが、「全クラブ

へのWEBアンケートに表された日本のロータリアンの現状
認識や意識に基づく提言」が発表されておりました。出来る
だけ多くの会員に読んでいただきたいとのことです。特に
WEBでの全クラブへのアンケートの内容には同感する部分
も多くありますので、事務局よりメールにて添付していただ
き、見ていただきたいと思います。
　2件目に、やはり地区事務局より「2021国際ロータリー
決議審議会決定報告書」がメールで届いております。
この報告書には
　1. 審議会業務部よりの書簡
　2. 採択された決議案
　3. 採択された案件に関する投票集計
　2021年の投票結果はMy　ROTARYでご覧いただけます。
提案者も当然海外地区の立法案もあり、理解できるものも
ありましたのでメールを見ていただきたいと思います。

　今日の話は、今気になっている「断捨離」につい
てです。難しく考えたり深い意味を考えることな
く、私は「不用なものを捨てる」と考えます。しか
しながら、これが意外とできないのは私だけではな
いと思います。会員の皆様はどうでしょうか。
　私の友人の話ですが、農業もやっている家なので
当然農舎があり、中には農具や子どもが小さいころ
に使用していたおもちゃ・本など考えてもまずこれ
から使うことはないと思われるものでいっぱいでし
た。私も、これほどではないですが、似たようなも
のです。ある時その友人の奥さんが体を悪くして、
リハビリをしても歩くことがやっとの状態になり、
その時から友人は片づけを始めました。約1年後に
はきれいに何もない状態までしたのを目にしたの
で、話を聞いたところ「これで自分も体が不自由に
でもなったら」と思い、時間をかける余裕も考える
間もなく、家や農舎から不用なものを捨てたそうで
す。おかげですっきりしたと話していました。
　たしかに「もったいない」とか「そのうち使う時
があるから」という思いで取っておくことも多いの
ですが、程度の差こそありますが処分した方が、物
を片付けてしまっておくより整理するにも楽になり
ます。
　年末の大掃除の時、少しでも物を捨てることを
意識し、スッキリと新年を迎えたいと思います。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎次週 22日（水）は、夜例会「忘年会」です。
　ご欠席の方は事務局で記帳またはメークアップを
　お願いいたします。
　12月29日、1月5日は休会です。次の通常例会は、
　1月12日（水）新春例会です。

ニコニコBOX
歸山　肇会長
　本日の卓話、澤 正史様、ありがとうございます。
寒くなりました。体には気をつけて下さい。

石橋育於さん
　このたび大変うれしいことがありました。
野崎喜一郎さん
　久し振りの例会です。
まだ、不自由な毎日を送っています。
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【ゲスト】
 ・三条市CMO　澤　正史 様

【体験型例会参加】
 ・曽根寿之さん

【先週のメークアップ】
［12.9］三条ローターアクトクラブへ
 ・歸山　肇さん、五十嵐博宣さん、
 ・相場弘介さん、滝沢 亮さん

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５

■本日の出席会員数：57名中43名
■先々週出席率：78.95％
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　1. 「ものづくり」のネットワーク、確固たるポジション
　　各企業がそれぞれの強みを持ちながら、集積し

ており、さらにネットワークがしっかりある、
というところは大きな強みだと感じます。また、
「ものづくり」のブランドとしても確固たる地
位をすでに確立しています。

　2. 自然＝農作物＆アウトドア
　　ここは住民の皆さんはあまり感じないことかも

しれませんが、米に限らず、果物もとびきり美
味しく、どこの産地にも負けないクオリティを

「卓　話」
「ふるさと納税とは？その目的と戦略について」

　　三条市CMO　澤　正史 様
CMOとは？
　皆様はじめまして、三条市役所
CMOの澤と申します。今年の10
月に東京から三条へ引っ越し、三
条市役所のCMOに就任しました。
CMOとは、
“Chief Marketing Officer ” の略

で、日本語に訳すと「最高マーケティング責任者」
となります。会社組織で言うとマーケティング担当
の取締役レベルの役職になります。
　では、市役所のCMOとは一体何をするのでしょ
うか？私の第一のミッションとしては、ふるさと納
税における税収アップがございます。ふるさと納税
の税収アップをする、ということは、三条市や産品
のブランド価値向上にも寄与することになります。
　また、CMOという役職に任命いただいた理由と
しては、ふるさと納税に限らず、「三条ってステキだ
よね」と言っていただけるブランドづくりをしてい
くことを期待されてのことかと考えています。

ふるさと納税の目的
　寄付者への税金控除や過度な競争についての話が
メディアに取り上げられがちですが、ふるさと納税
の目的を様々な立場から見て、考えてみたいと思い
ます。
　総務省はふるさと納税の意義を下記のように示し
ています（総務省HPより抜粋）。特に2つ目が大事な
点で、三条市が応援したい地域になれるかどうかが
問われているのかと考えています。

　1. 納税者が寄附先を選択する制度であり、選択す
るからこそ、その使われ方を考えるきっかけと
なる制度であること。それは、税に対する意識
が高まり、納税の大切さを自分ごととしてとら
える貴重な機会になります。

　2. 生まれ故郷はもちろん、お世話になった地域に、
これから応援したい地域へも力になれる制度で
あること。それは、人を育て、自然を守る、地
方の環境を育む支援になります。

　3. 自治体が国民に取組をアピールすることでふる
さと納税を呼びかけ、自治体間の競争が進むこ
と。それは、選んでもらうに相応しい、地域の
あり方をあらためて考えるきっかけへとつなが
ります。 

持っています。また、アウトドアも時勢に乗っ
て伸びている分野で、アウトドアメーカーが集
積しているだけでなく、キャンプ場もあること
は大きな強みだと考えます。

　3. チャレンジ精神
　　社長さんが多い土地柄だからか、ものづくりに

おいて切磋琢磨してきたからかわかりません
が、向上心が強く、チャレンジしてみよう、と
いう風土が三条にはあると感じています。これ
から未知の時代を切り開くためには、失敗して
でもチャレンジを続けることでしか成功はあり
えません。

　上記を踏まえて、ふるさと納税の戦略については、
大きなところだけご説明します。寄付額トップの自
治体群に見られる傾向としては、魚介、肉、米など、
重量と価格での勝負をしていき、どこの地域のもの
かよくわからずにご寄付されている納税者もたくさ
んいらっしゃることかと思います。それとは一線を

画し、三条ブランドだからこそできる産品への寄付
に差別化、つまり、高品質、高単価を狙っていきます。

未来を見据えて「オール三条」で
　ふるさと納税もそうですが、三条を地域として盛
り上げるのは、三条の主役である皆様が主体となっ
てなされるべきだと考えています。私もプロとして
結果を残すべく一生懸命やらせていただきますが、
三条は皆様のふるさとであり、皆様一人一人によっ
て構成されているからです。また、私自身この地域
のことについてもわからないことも多く、皆様から
いろいろと教えていただきたいですし、皆様の応援
なくしては何もなしえません。これからの三条の未
来を見据えて、「オール三条」で力を合わせて「選び
たくなるまち」をつくっていくことを皆様と一緒に
推進できればと思っております。全国に、世界に誇
れるまちづくりを一緒にしていきましょう！

松永一義さん
　石橋さん、三條新聞拝見しました。おめでとうご
ざます。
澤さんの卓話、楽しみにしています。

小越憲泰さん
　石橋会員“割烹二洲楼”厚生大臣表彰、お目出と
う御座います。
都合により早退します。

会員増強委員会・荻根澤隆雄さん
　曽根寿之様、本日は体験型例会参加ありがとうご
ざいます。楽しんで下さい。

山田富義さん
　澤 正史CMO、三条市のために頑張ってください。
小出子恵出さん
　澤さんの卓話を楽しみにしています。三条の活性
化のために活躍されることを願って。

渡辺良一さん
　年末はゆっくりできると思っていましたが、例年
になく忙しくなってしまいました！
澤正史さん、卓話よろしくお願い致します。

衛藤泰男さん
　本例会場での例会も今年は本日で終りですね。
一年間ご指導ありがとうございました。
澤三条市CMO様、卓話ありがとうございます。

西山徳芳さん
　もうすぐお正月が来ます。孫はお年玉の胸算用を
始めたようです。

渡辺勝利さん、　 五十嵐博宣さん、 斎藤弘文さん
丸山行彦さん、　 柳取崇之さん、　 杉山幸英さん
若槻八十彦さん、 高橋　司さん、　 中林順一さん
明田川賢一さん、 小林吾郎さん、　 石黒良行さん
小林卓哉さん、　 梨本次郎さん、　 野水靖之さん
相場弘介さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん
飯塚一樹さん、　 松平隆行さん、　 関　義実さん
中村信一さん、　 早川滝徳さん、
　三条市CMO澤正史様を心より歓迎申し上げます。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみにし
ております。
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　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  557,000
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◎次週 22日（水）は、夜例会「忘年会」です。
　ご欠席の方は事務局で記帳またはメークアップを
　お願いいたします。
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ニコニコBOX
歸山　肇会長
　本日の卓話、澤 正史様、ありがとうございます。
寒くなりました。体には気をつけて下さい。
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まだ、不自由な毎日を送っています。
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渡辺良一さん
　年末はゆっくりできると思っていましたが、例年
になく忙しくなってしまいました！
澤正史さん、卓話よろしくお願い致します。

衛藤泰男さん
　本例会場での例会も今年は本日で終りですね。
一年間ご指導ありがとうございました。
澤三条市CMO様、卓話ありがとうございます。

西山徳芳さん
　もうすぐお正月が来ます。孫はお年玉の胸算用を
始めたようです。

渡辺勝利さん、　 五十嵐博宣さん、 斎藤弘文さん
丸山行彦さん、　 柳取崇之さん、　 杉山幸英さん
若槻八十彦さん、 高橋　司さん、　 中林順一さん
明田川賢一さん、 小林吾郎さん、　 石黒良行さん
小林卓哉さん、　 梨本次郎さん、　 野水靖之さん
相場弘介さん、　 船越良則さん、　 松永隆夫さん
飯塚一樹さん、　 松平隆行さん、　 関　義実さん
中村信一さん、　 早川滝徳さん、
　三条市CMO澤正史様を心より歓迎申し上げます。
　本日は卓話ありがとうございます。お話楽しみにし
ております。

　　　　　　　　12月15日分　￥    45,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  557,000

会長挨拶
　　　　　　　　　　歸山　肇 会長
　皆さんこんにちは。2021年の例会も、
本日と22日の2回になりました。
　まずは2件の報告事項があります。
　1件目は12月9日、地区事務局よりメー
ルで「日本ロータリー100周年ビジョン
レポート2020」が届いておりました。
　内容は多岐にわたりますが、「全クラブ

へのWEBアンケートに表された日本のロータリアンの現状
認識や意識に基づく提言」が発表されておりました。出来る
だけ多くの会員に読んでいただきたいとのことです。特に
WEBでの全クラブへのアンケートの内容には同感する部分
も多くありますので、事務局よりメールにて添付していただ
き、見ていただきたいと思います。
　2件目に、やはり地区事務局より「2021国際ロータリー
決議審議会決定報告書」がメールで届いております。
この報告書には
　1. 審議会業務部よりの書簡
　2. 採択された決議案
　3. 採択された案件に関する投票集計
　2021年の投票結果はMy　ROTARYでご覧いただけます。
提案者も当然海外地区の立法案もあり、理解できるものも
ありましたのでメールを見ていただきたいと思います。

　今日の話は、今気になっている「断捨離」につい
てです。難しく考えたり深い意味を考えることな
く、私は「不用なものを捨てる」と考えます。しか
しながら、これが意外とできないのは私だけではな
いと思います。会員の皆様はどうでしょうか。
　私の友人の話ですが、農業もやっている家なので
当然農舎があり、中には農具や子どもが小さいころ
に使用していたおもちゃ・本など考えてもまずこれ
から使うことはないと思われるものでいっぱいでし
た。私も、これほどではないですが、似たようなも
のです。ある時その友人の奥さんが体を悪くして、
リハビリをしても歩くことがやっとの状態になり、
その時から友人は片づけを始めました。約1年後に
はきれいに何もない状態までしたのを目にしたの
で、話を聞いたところ「これで自分も体が不自由に
でもなったら」と思い、時間をかける余裕も考える
間もなく、家や農舎から不用なものを捨てたそうで
す。おかげですっきりしたと話していました。
　たしかに「もったいない」とか「そのうち使う時
があるから」という思いで取っておくことも多いの
ですが、程度の差こそありますが処分した方が、物
を片付けてしまっておくより整理するにも楽になり
ます。
　年末の大掃除の時、少しでも物を捨てることを
意識し、スッキリと新年を迎えたいと思います。

幹事報告
　　　　　　 五十嵐博宣 幹事

◎次週 22日（水）は、夜例会「忘年会」です。
　ご欠席の方は事務局で記帳またはメークアップを
　お願いいたします。
　12月29日、1月5日は休会です。次の通常例会は、
　1月12日（水）新春例会です。

ニコニコBOX
歸山　肇会長
　本日の卓話、澤 正史様、ありがとうございます。
寒くなりました。体には気をつけて下さい。

石橋育於さん
　このたび大変うれしいことがありました。
野崎喜一郎さん
　久し振りの例会です。
まだ、不自由な毎日を送っています。
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　　　　　2022-23年度　会長
　　　　　　西山徳芳 会員
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は若槻年度から始まり、野崎年度、本年の歸山年度
と長期化しております。通常のクラブ活動が制限
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ここ最近は新たな感染者も少なくなり、ある程度は
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「卓　話」
「ふるさと納税とは？その目的と戦略について」
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持っています。また、アウトドアも時勢に乗っ
て伸びている分野で、アウトドアメーカーが集
積しているだけでなく、キャンプ場もあること
は大きな強みだと考えます。
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おいて切磋琢磨してきたからかわかりません
が、向上心が強く、チャレンジしてみよう、と
いう風土が三条にはあると感じています。これ
から未知の時代を切り開くためには、失敗して
でもチャレンジを続けることでしか成功はあり
えません。
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れるまちづくりを一緒にしていきましょう！
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